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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における世界経済は、全体的に不確実性を増してしまいました。欧州経済金融リスクが

忘却されかけたところで、大手自動車メーカーの不正問題が顕在化し、欧州経済全体への影響の大きさが懸念さ

れ始めました。中国経済の下振れもアジア域内だけでなく、世界経済全体へ影響を及ぼし始めました。比較的好

調であったアメリカ経済も景気指数が振るわなくなり始め、早期に金融引き締めを行えるか不確実な状況となっ

てしまいました。日本経済は、政府による金融財政面での支援による改善が一巡してしまい、一部大手企業の投

資や賃上げが全体に広がり個人消費も回復する前に、世界経済不安定化の影響を受けたため、景気回復の足踏み

状態が長引く恐れが出てきました。このままでは財政再建の道筋が見えず、異次元的金融財政支援の負の部分が

顕在化する恐れも出てきました。

このような状況下においても、当社はマクロ経済の動きに一喜一憂することなく、全社的構造改革の推進と、

環境変化への対応に努めております。

なお、当社は単一の報告セグメントであるため、下記ではセグメント毎の記載ではなく、部門別に区分した記

載を行っております。

 

①賃貸不動産部門 

当社の賃貸土地（小牧市堀の内、名古屋市中区丸の内、大垣市寺内町）においては、賃料収入が引き続き安定

的に推移しております。賃貸マンションにおいては、供給過剰かつ需要減少の環境においても、競合と差別化さ

れた賃貸マンションと管理サービス、さらには強い自社集客力により、高い入居率（94.7％）を維持しておりま

す。また高い競争力を維持するためのリノベーションも居室レベルで行いました。

この結果、売上高112百万円（前年同四半期比0.4％増）、売上総利益88百万円（同3.9％増）となりました。

②自転車部門

前期において業態変更による経費の大幅な削減が成功し、利益の確保のために高付加価値商品（電動アシスト

自転車）の販売と仕入れルートの開拓に注力しております。

この結果、売上高は６百万円（前年同四半期比136.8％増）、売上総利益は０百万円（634千円）（同136.6％

増）となりました。

 

以上の結果、全体では、売上高119百万円（前年同四半期比3.6％増）、営業利益34百万円（同11.8％減）、経

常利益40百万円（同7.0％減）、四半期純利益27百万円（同1.7％減）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、869百万円（前事業年度末は891百万円）となり、21百万

円減少いたしました。この主な要因は、配当金の支出等により現金及び預金が減少（884百万円から863百万円へ

20百万円の減少）したこと等によるものであります。

（固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、2,765百万円（前事業年度末は2,796百万円）となり30百

万円減少いたしました。この主な要因は、減価償却費の計上による有形固定資産の減少（1,292百万円から1,290

百万円へ２百万円の減少）及び株式の時価の下落による投資有価証券の減少（1,491百万円から1,463百万円へ27

百万円の減少）等によるものであります

（流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、108百万円（前事業年度末は117百万円）となり、８百万

円減少いたしました。この主な要因は、未払法人税等が減少（33百万円から13百万円へ19百万円の減少）したこ

と等によるものであります。

（固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、1,009百万円（前事業年度末は1,017百万円）となり、８

百万円減少いたしました。この主な要因は、繰延税金負債が減少（468百万円から458百万円へ10百万円の減少）

したこと等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、2,517百万円（前事業年度末は2,552百万円）となり、34百

万円減少いたしました。この主な要因は、投資有価証券の時価の下落によるその他有価証券評価差額金の減少

（928百万円から909百万円へ18百万円の減少）及び剰余金の配当による利益剰余金の減少（1,594百万円から

1,578百万円へ15百万円の減少）等によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年６月期の業績予想につきましては、平成27年８月10日の「平成27年６月期 決算短信」で公表いたし

ました第２四半期累計期間及び通期の業績予想の数値から変更はございません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年６月30日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 884,823 863,878 

売掛金 2,274 2,297 

繰延税金資産 2,599 1,636 

その他 1,561 1,841 

流動資産合計 891,259 869,654 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 582,502 590,713 

土地 674,614 674,614 

その他（純額） 35,338 24,917 

有形固定資産合計 1,292,454 1,290,245 

無形固定資産 528 485 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,491,463 1,463,488 

その他 15,438 14,962 

貸倒引当金 △3,839 △3,809 

投資その他の資産合計 1,503,062 1,474,641 

固定資産合計 2,796,045 2,765,372 

資産合計 3,687,304 3,635,026 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,778 1,670 

未払法人税等 33,510 13,963 

賞与引当金 482 1,523 

その他 81,556 91,332 

流動負債合計 117,327 108,490 

固定負債    

繰延税金負債 468,814 458,028 

退職給付引当金 2,420 2,910 

役員退職慰労引当金 80,177 81,859 

長期預り保証金 466,488 466,506 

固定負債合計 1,017,900 1,009,304 

負債合計 1,135,228 1,117,795 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年６月30日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 400,000 400,000 

資本剰余金 41,381 41,381 

利益剰余金 1,594,432 1,578,556 

自己株式 △415,917 △415,917 

株主資本合計 1,619,896 1,604,021 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 928,509 909,540 

評価・換算差額等合計 928,509 909,540 

新株予約権 3,670 3,670 

純資産合計 2,552,076 2,517,231 

負債純資産合計 3,687,304 3,635,026 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成27年７月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高    

商品売上高 2,683 6,353 

不動産賃貸収入 112,340 112,800 

売上高合計 115,023 119,154 

売上原価    

商品売上原価 2,414 5,718 

不動産賃貸原価 27,321 24,467 

売上原価合計 29,736 30,186 

売上総利益 85,287 88,968 

販売費及び一般管理費 46,237 54,516 

営業利益 39,050 34,451 

営業外収益    

受取利息 39 37 

受取配当金 3,671 5,342 

貸倒引当金戻入額 30 30 

雑収入 701 507 

営業外収益合計 4,443 5,917 

営業外費用    

支払手数料 70 － 

雑損失 14 0 

営業外費用合計 85 0 

経常利益 43,408 40,369 

特別利益    

固定資産売却益 37 － 

特別利益合計 37 － 

特別損失    

固定資産除却損 48 － 

リコール関連損失 1,383 － 

特別損失合計 1,432 － 

税引前四半期純利益 42,014 40,369 

法人税、住民税及び事業税 13,418 14,071 

法人税等調整額 1,019 △813 

法人税等合計 14,437 13,257 

四半期純利益 27,576 27,111 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間（自平成26年７月１日 至平成26年９月30日）

当社は「賃貸不動産事業」及び「自転車事業」を行っております。当社の報告セグメントは「賃貸不動産事業」

のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

 

Ⅱ  当第１四半期累計期間（自平成27年７月１日 至平成27年９月30日）

当社は「賃貸不動産事業」及び「自転車事業」を行っております。当社の報告セグメントは「賃貸不動産事業」

のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。
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